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３４ｍアンテナ Ｓ／ＸバンドＩＦ出力の仰角依存性調査結果（その２） 

 
６月６日からの木星観測時に見つかった、Ｓ／ＸバンドＩＦ出力の異常な仰角依存性（通

常の大気の光学的厚さ効果とは逆の依存性）（図１）について、その後、川合さんと実施し

た調査結果を報告する。 

 
図１ Ｓバンド入力をホットロードに接続した状態で観測室で観測されるＩＦレベルに仰
角依存性が見られた（左図）。Ｘバンド（スカイ観測）も通常の仰角依存性とは逆の変動を

示した（右図）。 
 
まず、Ｓバンド入力をホットロードに接続した状態で、ＥＴＲ室２階のトローリー上のＳ

バンドＩＦ出力の仰角依存性を調べた。その結果、仰角依存性は認められなかった（図２）。 
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図２ ETR室で測定したＳバンドＩＦ出力（ホットロード接続時）の仰角依存性 

 
 
次に、光伝送系のみの仰角依存性を調査した。ＥＴＲ室のＥ／Ｏの電気信号入力部にＳＧ

からの信号（２５０ＭＨｚ －１０ｄＢｍをＴ分岐で２チャンネルに同時入力）を入力し、

観測室にてＯ／Ｅ出力のレベルを仰角を変えながら測定した。測定は２チャンネル毎に行



った。図３に結果を示す。図中「下り」は仰角を下げていく方向、「上り」は仰角を上げて

いく方向で測定した結果を意味する。 
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図３ 光伝送系の仰角依存性。仰角９０度でのＯ／Ｅ出力レベルを基準に取っている。 

 
仰角約６０度以下（レベル変動の目視では仰角約６５度において変動が現れ始める）にお

いて、すべての伝送系(CH1～4)でヒステリシスを伴った仰角依存性が見られるが、CH4が
最も大きな依存性を示し天頂方向と仰角１０度におけるレベルの差は約１３ｄＢにも達す

る。CH4 はＳバンドＩＦ信号の伝送に用いられており、図１に見られたＳバンドＩＦ信号
の約２０ｄＢの変動の大半を説明できるが、残り７ｄＢの変動が光伝送系以外で生じてい

ることになる。図１においてＸバンドＩＦのレベル変動（ただしスカイを含む）は約６ｄ

Ｂである。ＸバンドＩＦ信号伝送系は図３では CH3に相当し、光伝送系だけの変動は約８
ｄＢであるが、低仰角での大気効果を考えるとこの差（２ｄＢ）は説明可能と考えられる。 
 
 
まとめ 
 
木星観測時にＳ／ＸバンドＩＦ信号レベルが仰角とともに異常な変動を示した原因は、光

伝送系に原因があることが分かった。ただし、Ｓバンドでは説明のつかない約７ｄＢの変

動が残っている。 


